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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複合植物用容器自己給水システムであって、
　第１の高さにおける一次容器であって、前記一次容器は、
　　管類を受け取るための一対の孔を有する一次外殻と、
　　前記一次外殻の内側に位置している一次リザーバポットであって、前記一次リザーバ
ポットは、上側部分と、前記上側部分の真ん中に中心を置かれている下側部分とを有し、
前記下側部分の直径は、前記上側部分の直径と比較して大幅に減少させられている、一次
リザーバポットと、
　　前記一次リザーバポットの下側部分の内側に位置している一次芯と、
　　前記一次リザーバポットの上側部分の内側に位置している一次生育ポットと
　　を備えている、一次容器と、
　複数の二次容器であって、前記複数の二次容器の各々は、異なる高さにあり、前記複数
の二次容器の各々は、
　　前記管類を受け取るための一対の孔を有する二次外殻と、
　　前記二次外殻の内側に位置している二次リザーバポットであって、前記二次リザーバ
ポットは、上側部分と、前記上側部分の真ん中に中心を置かれている下側部分とを有する
、二次リザーバポットと、
　　前記二次リザーバポットの下側部分の内側に位置している二次芯と、
　　前記二次リザーバポットの上側部分の内側に位置している二次生育ポットと
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　　を備えている、複数の二次容器と
　を備え、それによって、前記一次容器および前記複数の二次容器は、前記管類を用いて
流体接続され、実質的に類似した完全乾燥時間を可能にするように構成されている、複合
植物用容器自己給水システム。
【請求項２】
　前記一次容器は、外部水供給装置と、前記複数の二次容器のうちの少なくとも１つとに
流体接続されている、請求項１に記載の複合植物用容器自己給水システム。
【請求項３】
　前記複数の二次容器は、デイジーチェーン式で流体接続されている、請求項１に記載の
複合植物用容器自己給水システム。
【請求項４】
　前記一次外殻は、前記一次リザーバポットおよび前記管類を支持している、請求項１に
記載の複合植物用容器自己給水システム。
【請求項５】
　前記二次外殻は、前記二次リザーバポットおよび前記管類を支持している、請求項１に
記載の複合植物用容器自己給水システム。
【請求項６】
　前記一次リザーバポットの下側部分は、隣接する容器から前記管類を受け取る手段を備
えている、請求項１に記載の複合植物用容器自己給水システム。
【請求項７】
　前記二次リザーバポットの下側部分は、隣接する容器から前記管類を受け取る手段を備
えている、請求項１に記載の複合植物用容器自己給水システム。
【請求項８】
　前記一次リザーバポットの下側部分の直径は、前記一次芯の直径を収容するための大き
さでしかない、請求項１に記載の複合植物用容器自己給水システム。
【請求項９】
　前記二次リザーバポットの下側部分の直径は、前記二次リザーバポットの上側部分の直
径と比較して大幅に減少させられている、請求項１に記載の複合植物用容器自己給水シス
テム。
【請求項１０】
　前記二次リザーバポットの下側部分の直径は、前記二次芯の直径を収容するための大き
さでしかない、請求項９に記載の複合植物用容器自己給水システム。
【請求項１１】
　前記一次芯は、前記一次リザーバポットの上側部分の一次プラットフォーム上に据えら
れており、前記一次リザーバポットの下側部分を通って下に延びている、請求項１に記載
の複合植物用容器自己給水システム。
【請求項１２】
　前記一次生育ポットは、前記一次芯、および前記一次リザーバポットの一次プラットフ
ォームの上に据えられている、請求項１１に記載の複合植物用容器自己給水システム。
【請求項１３】
　前記二次芯は、前記二次リザーバポットの上側部分の二次プラットフォーム上に据えら
れており、前記二次リザーバポットの下側部分を通って下に延びている、請求項１に記載
の複合植物用容器自己給水システム。
【請求項１４】
　前記二次生育ポットは、前記二次芯、および前記二次リザーバポットの二次プラットフ
ォームの上に据えられている、請求項１３に記載の複合植物用容器自己給水システム。
【請求項１５】
　複合植物用容器自己給水システムであって、
　第１の高さにおける一次容器であって、前記一次容器は、
　　一次外殻と、
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　　前記一次外殻の内側に位置している一次リザーバポットであって、前記一次リザーバ
ポットは、上側部分と、前記上側部分の真ん中に中心を置かれている下側部分とを有し、
前記下側部分の直径は、前記上側部分の直径と比較して大幅に減少させられている、一次
リザーバポットと、
　　前記一次リザーバポットの下側部分の内側に位置している一次芯と、
　　前記一次リザーバポットの上側部分の内側に位置している一次生育ポットと
　　を備えている、一次容器と、
　複数の二次容器であって、前記複数の二次容器の各々は、異なる高さにあり、前記複数
の二次容器の各々は、
　　二次外殻と、
　　前記二次外殻の内側に位置している二次リザーバポットであって、前記二次リザーバ
ポットは、上側部分と、前記上側部分の真ん中に中心を置かれている下側部分とを有し、
前記下側部分の直径は、前記上側部分の直径と比較して大幅に減少させられている、二次
リザーバポットと、
　　前記二次リザーバポットの下側部分の内側に位置している二次芯と、
　　前記二次リザーバポットの上側部分の内側に位置している二次生育ポットと
　　を備えている、複数の二次容器と
　を備え、それによって、前記一次容器および前記複数の二次容器は、管類を用いて流体
接続され、実質的に類似した完全乾燥時間を可能にするように構成されている、複合植物
用容器自己給水システム。
【請求項１６】
　前記一次外殻および前記二次外殻は、前記一次リザーバポットおよび前記二次リザーバ
ポットをそれぞれ支持している、請求項１５に記載の複合植物用容器自己給水システム。
【請求項１７】
　前記一次リザーバポットの下側部分の直径は、前記一次芯の直径を収容するための大き
さでしかない、請求項１５に記載の複合植物用容器自己給水システム。
【請求項１８】
　前記二次リザーバポットの下側部分の直径は、前記二次芯の直径を収容するための大き
さでしかない、請求項１５に記載の複合植物用容器自己給水システム。
【請求項１９】
　前記一次リザーバポットの上側部分の一次プラットフォームが、前記一次生育ポットお
よび前記一次芯を支持している、請求項１５に記載の複合植物用容器自己給水システム。
【請求項２０】
　前記二次リザーバポットの上側部分の二次プラットフォームが、前記二次生育ポットお
よび前記二次芯を支持している、請求項１５に記載の複合植物用容器自己給水システム。
【請求項２１】
　複合植物用容器自己給水システムとの使用のための植物用容器であって、前記植物用容
器は、
　外殻と、
　前記外殻の内側に位置しているリザーバポットであって、前記リザーバポットは、上側
部分と、前記上側部分の真ん中に中心を置かれている下側部分とを有する、リザーバポッ
トと、
　前記リザーバポットの上側部分の内側に位置している生育ポットと、
　前記リザーバポットの下側部分の内側に位置している芯と
　を備え、それによって、前記リザーバポットの下側部分の直径は、前記リザーバポット
の上側部分の直径と比較して大幅に減少させられており、それによって、異なる高さにお
ける複数の流体接続されている植物用容器に対して、実質的に類似した完全乾燥時間を可
能にする、植物用容器。
【請求項２２】
　前記外殻は、一対の孔を有し、そのうちの少なくとも１つは、隣接する一対の植物用容
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器との流体接続のための管類を受け取るためである、請求項２１に記載の植物用容器。
【請求項２３】
　前記外殻は、前記リザーバポットおよび前記管類を支持している、請求項２２に記載の
植物用容器。
【請求項２４】
　前記リザーバポットの下側部分は、隣接する植物用容器から前記管類を受け取る手段を
備えている、請求項２２に記載の植物用容器。
【請求項２５】
　前記リザーバポットの下側部分の直径は、前記芯の直径を収容するための大きさでしか
ない、請求項２１に記載の植物用容器。
【請求項２６】
　前記リザーバポットの上側部分のプラットフォームが、前記生育ポットおよび前記芯を
支持している、請求項２１に記載の植物用容器。
【請求項２７】
　前記生育ポットの基部は、水に浸透性である、請求項２１に記載の植物用容器。
【請求項２８】
　前記芯は、前記リザーバポットから前記生育ポットの基部に水を引き込み、それによっ
て、水を前記生育ポット中の土壌媒体と直接接触させる、請求項２７に記載の植物用容器
。
【請求項２９】
　前記芯は、構造においてＴ型である、請求項２８に記載の植物用容器。
【請求項３０】
　前記一次リザーバポットおよび前記二次リザーバポットのうちの１つの前記下側部分は
、管状構成を有する、請求項１に記載の複合植物用容器自己給水システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願）
　本願は、ＰＣＴ出願であり、米国特許出願１４／０８２，９１０号（２０１３年１１月
１８日出願）に基づき、該出願に対する優先権を主張する。該出願は、完全に記載されて
いるかのようにその全体が参照により本明細書に援用される。
【０００２】
　（本開示の技術分野）
　本発明は、概して、植物自己給水システムに関し、特に、斜面上の流体接続されるポッ
トが一斉に完全乾燥（ｄｒｙ　ｄｏｗｎ）するための手段を提供する、複合鉢植物自己給
水システムに関する。
【背景技術】
【０００３】
　小型植物および農業用植栽の生育および保守では、水または適用可能な養液を、植物の
根系に、制御された様式において、実質的に連続的ベースで、正しい量において提供する
必要性がある。これは、過剰給水の有害な影響なく、特定の植物が必要に応じて栄養吸収
することを可能にする。鉢植物を手入れすることにおける最も有意な問題は、それらに給
水および栄養供給することである。概して、園芸者は、各鉢植物を個々に手入れし、水お
よび養分を各植物にいつおよびどの程度提供すべきかを決定しなければならない。異なる
タイプの植物は、異なる量の水または異なる間隔における水を要求し得る。同じタイプで
あるか異なるタイプであるかを問わず、日向の領域、日陰の領域に位置する植物、または
異なるタイプもしくはサイズのポットの中に位置する植物は、全て異なるレベルの水使用
量を有し得る。したがって、園芸者は、毎日ベースで種々の植物を手入れし、異なる日に
異なる植物に給水および／または栄養供給する必要があり得る。この困難な手入れプロセ
スでさえ、園芸者の存在を要求する。したがって、家主が、休暇等、ある期間にわたって
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自宅を離れるとき、家主は、植物を手入れするための別の人物を見つけねばならず、そう
でなければ、それらは枯れ得る。
【０００４】
　非自己給水プランタは、多くの場合、必要に応じて土壌水分および水をチェックするた
めの日常的な配慮を要求する。植物が十分な頻度でチェックされないとき、または多すぎ
る水が与えられる場合、給水不足および過剰給水が生じることも一般的である。手動給水
に関連付けられる不利点を回避するために、種々の自己給水システムが、従来技術におい
て公知である。屋外植物の場合では、自動注水システムが、公知である。これらのシステ
ムは、概して、水を源から、それから水が分配されるスプリンクラヘッド等に送達するた
めに、パイプを利用する。タイマが、弁をオンおよびオフにするように構成され、したが
って、パイプを通しての水の流れを制御し得る。複合植物ドリップシステム等、他の複合
給水システムでは、各植物は、概して、等しい量の水を受け取る。ドリップシステムは、
各特定のドリップ点における流量を変動させるための手段を開発している。しかしながら
、それらは、あまり精密ではない。ドリップシステムの一般的欠点は、過飽和土壌と、ポ
ットの底部を通しての排水と、給水不足とを含む。
【０００５】
　典型的には、従来の植栽用ポットは、植物が過剰給水されているとき、ドレン孔として
の役割を果たす、中心に位置する開口を有する床部を含む。ポットの底部を通しての排水
は、無駄であり、アパートの上階からアパートの下方に水が排水するとき等、不快なもの
であり得る。そのような植栽用ポットは、ポット内土壌が含むことができない過剰な給水
液を含むための、より大きな外容器またはポットの内部に置かれることが、典型的である
。この構成による結果は、時として、容器もしくはポット内に蓄積する水による、植物を
事実上溺死させる、または同一の影響を有するであろう根腐れをもたらし得る過剰給水に
つながる。
【０００６】
　底部給水植物用容器が、上部給水を要求する従来の植物用容器に優る、いくつかの利点
を提供することが公知である。例えば、底部給水では、蒸発に起因する周囲空気への水の
損失がより少なく、したがって、より少ない給水が、所望される土壌水分レベルを維持す
るために要求される。加えて、底部給水は、上部給水に対して、肥料および他の土壌処理
のより少ない流出を生じさせ、肥料および他の処理のより大きな保持力をもたらす。種々
のシステムが、自動底部給水を可能にするために提供されている。
【０００７】
　現在、直列に流体接続される複合栽培ポットの給水を自動的に実行し、標準給水蛇口ま
たは標準庭用給水ホースからの単一水源が、該栽培ポットの全てに注水を提供することを
可能にするための、種々の注水システムが、存在する。
【０００８】
　当技術分野における最近の進歩は、空間制限が許すように、またはユーザによって所望
され得るように、容器がデイジーチェーン式に設置および給水され得るように、互に流体
接続する複数の容器を備えている多容器システムを提供する。システムは、各々がその中
にチャンバを有する、少なくとも１つの第１の容器と、少なくとも１つの第２の容器と、
少なくとも１つの第３の容器とを備えている。第１の容器は、水入力および水出力ならび
に水自己平準化手段を伴う水保持チャンバを有する。第２の容器は、芯媒体を装填される
芯トレイが、好ましくは、排水トレイ上に置かれる水移送チャンバを有し、水を植物に移
送するために使用される該媒体は、第３の容器の植物受け取りチャンバ内に配置される。
植物受け取りチャンバは、水移送チャンバ内で入れ子になり、毛細管現象によってそこか
ら水を受け取る。第１の容器の水保持チャンバは、水移送のために第２の容器に流体接続
される。しかしながら、容器間で高さの変化がある場合、水は、より低位の容器により容
易に流れ、より高い地面上のものには損傷をもたらすであろう。したがって、ある植物は
、過剰給水され、ある他の植物は、給水不足であった。
【０００９】
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　既存の植物給水システムのうちの１つは、複合植物用容器自己給水システムを含み、こ
れは、容器間で水深が変動するにもかかわらず、調節可能芯システムの使用を通して、複
数の植物に対して均一な水引き込み率を維持する。本発明は、水が１つの容器に供給され
ると、これが全ての他の容器に流れ通るように、互に流体接続する、一次容器と、複数の
二次容器とを備えている。重力が、平地上の容器間で水深が一定のままであることを確実
にするが、容器間の高さ差異によって生じる、深度における差異を相殺するために、芯上
昇装置が、提供され、そのため、芯は、水位に対して垂直に調節され得る。しかしながら
、システムは、設定のために高度なユーザ関与を要求する。代替実施形態では、平板が、
芯上昇装置の代わりに、容器を最も高い容器のものと同一の高さに上昇させるために使用
される。しかしながら、平板は、本システムへの費用追加だけではなく、多数の平板に対
処する煩雑さと、これに付随する高度のユーザ関与とをもたらす。
【００１０】
　別の既存の植物給水システムは、一連の積み重ねられたプランタを提供するために、１
つを別のものの上に互い違い方式で搭載することが可能な、複数のテーパ植物ポットを備
えている。底面プランタは、ベランダの手すり上にその収容場所を提供するように成形さ
れるか、または底面プランタは、テラス、ベランダ、または他の床の上で移動するための
自由度を提供するために、トレイ、さらにはキャスタを含むトレイ内に位置し得る。積み
重ね可能容器の各々内、および底面プランタ内に含まれるものは、穿孔を含む上昇基部と
、一連の下向きに垂れるスロット付き溜め部とであり、ポット内土壌が位置し得る後者は
、任意の植栽された草木の根系の注水および保湿のために、ポット内土壌中への水の上向
き移行を達成するために、各容器または底面プランタの底部内に提供される水リザーバ内
に含まれる任意の水の中に浸漬される。蓄積された水は、使用中、上側プランタに水分が
追加される度に、複合プランタ給水を提供するために、植栽用ポットから、その下方に配
列および積み重ねられた１つ以上のプランタ中に排水することを可能にされる。しかしな
がら、複合プランタ給水は、プランタが別のものの上部に積み重ねられ、地面に沿って配
列されないときのみ提供される。
【００１１】
　複数の植物の根系に、実質的に連続的ベースで、自動的かつ制御された水の送達を提供
する、種々の他の植物給水システムが、存在する。いくつかのシステムは、直列に接続さ
れた各植物用容器における水供給調整器に接続される水供給パイプとドレンパイプとを含
み、水供給パイプの一方の端部は、水の供給源に同時に接続される。水は、次いで、各植
物用容器内の水タンク内に規定された量の水を貯蔵するために、供給源から定期的に供給
される。いくつかの他のシステムは、複数の開口部を伴う包囲されたチャンバまたは管類
と、その開口部に取り付けられるように適合された複数の改良された植物給水デバイスと
を含む。いくつかのシステムは、植物の低位端部と流体接続し、水道本管または他の加圧
源から水が流入される主配水導管からつながる、供給導管を通して、鉢植物に水を供給す
る。しかしながら、全てのそのような植物給水システムは、平地に対してのみ好適であり
、斜面または勾配面に対して好適ではない。
【００１２】
　前述に基づいて、斜面上にある流体接続されたポットが、一斉に完全乾燥するための手
段を提供する、植物自己給水システムの明白な必要性がある。そのような必要とされる複
合植物用容器自己給水システムは、管類を用いて接続される、斜面上の複数の流体接続さ
れたユニットを備えているであろう。複数の流体接続されたユニットは、外部水供給装置
が接続される少なくとも１つの一次容器と、複数の二次容器とを含むであろう。容器の各
々は、生育ポット、リザーバポット、および芯を包囲する、外殻を備えているであろう。
さらに、リザーバポットは、拡張型上側部分および管状下側部分を備え、これらは、全て
の容器が、ほぼ同一の時間に完全乾燥を開始することを可能にするであろう。そのような
必要とされる植物給水システムは、複数のユニットの各々の生育媒体内に、ほぼ同一の水
分レベルを維持するであろう。最後に、複合植物用容器自己給水システムは、組み立てる
ことが容易であり、殆どまたは全くユーザ関与を要求しないであろう。本発明は、これら
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の重要な目的を果たすことによって、従来技術の欠点を克服する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　従来技術に見出される制限を最小限にするために、および本明細書を読むと明白であろ
う他の制限を最小限にするために、本発明の好ましい実施形態は、異なる高さにおける流
体接続された植物用容器のために、複合植物用容器自己給水システムを提供する。
【００１４】
　本発明は、勾配面または斜面上に置かれる流体接続された植物用容器が、一斉に完全乾
燥するための手段を開示する。本発明の複合植物用容器自己給水システムは、傾斜するテ
ラスに沿った複数の植物用容器の各々の生育媒体内の水分レベルを、殆どまたは全くユー
ザ関与を伴うことなく、ほぼ同一に維持する。
【００１５】
　本発明のある実施形態によると、複合植物用容器自己給水システムは、第１の高さにお
ける一次容器と、各々が一次容器とは異なる高さにおける複数の二次容器とを備えている
。一次容器は、最も高い高さにあるであろう。一次容器および複数の二次容器は、管類を
用いて流体接続される。一次容器は、外部水供給装置と、複数の二次容器のうちの少なく
とも１つとに流体接続される一方、複数の二次容器は、デイジーチェーン式で流体接続さ
れる。複数の二次容器の数は、面の傾斜および空間制限に従って変動され得る。
【００１６】
　本発明のある側面によると、一次容器は、一次リザーバポットと、一次生育ポットと、
一次芯とを包囲し、一対の孔を有する一次外殻を備えている。一次容器内の一対の孔のう
ちの一方は、水供給装置に接続し、一対の孔の他方は、隣接する二次容器から管類を受け
取ることができる。一次リザーバポットは、拡張型上側部分と、上側部分の真ん中に中心
を置かれている管状下側部分とを有する。一次リザーバポットの下側部分の直径は、その
上側部分の直径と比較して大幅に減少させられ、一次芯の直径を収容するための大きさで
しかない。一次芯は、一次リザーバポットの上側部分の一次プラットフォーム上に据えら
れており、その下側部分を通って下に延びる。土壌媒体および生育植物を含む、一次生育
ポットは、一次芯と、一次リザーバポットの一次プラットフォームとの上に据えられてい
る。一次芯は、一次リザーバポットから一次生育ポットの基部に水を引き込み、それによ
って、水をその中の土壌媒体と直接接触させる。
【００１７】
　本発明の別の側面によると、複数の二次容器の各々は、二次リザーバポットと、二次生
育ポットと、二次芯とを包囲し、隣接する二次容器または一次容器から管類を受け取るた
めの一対の孔を有する二次外殻を備えている。二次リザーバポットは、拡張型上側部分と
、上側部分の真ん中に中心を置かれている管状下側部分とを有する。二次リザーバポット
の下側部分の直径は、その上側部分の直径と比較して大幅に減少させられ、二次芯の直径
を収容するための大きさでしかない。二次芯は、二次リザーバポットの上側部分の二次プ
ラットフォーム上に据えられており、その下側部分を通って下に延びる。二次生育ポット
は、二次芯と、二次リザーバポットの二次プラットフォームとの上に据えられている。二
次芯は、二次リザーバポットから二次生育ポットの基部に水を引き込み、それによって、
水をその中の土壌媒体と直接接触させる。
【００１８】
　本発明のある実施形態によると、一次容器が完全乾燥を開始する点に到達すると、複数
の二次容器内の水位は、二次リザーバポットの上側拡張部分の下方にあり、大幅に体積が
減少させられる下側管状部分内にある。下側管状部分内の空間の大部分は、二次芯によっ
て占められるため、下側管状部分内で水が利用可能な体積は、さらに少ない。その結果、
一次容器が完全乾燥を開始すると、残りの二次容器も、迅速にそれに続く。したがって、
複数の二次容器の各々の生育媒体内の水分レベルは、ほぼ同一のままである。
【００１９】
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　本発明の第１の目的は、異なる高さにおける植物用容器に対して、複合植物用容器自己
給水システムを提供することである。
【００２０】
　本発明の第２の目的は、異なる高さにおける流体接続された植物用容器が、一斉に完全
乾燥するための手段を提供することである。
【００２１】
　本発明の第３の目的は、異なる高さにおける複数の植物用容器の各々の生育媒体内の水
分レベルをほぼ同一に維持する、複合植物用容器自己給水システムを提供することである
。
【００２２】
　本発明のさらなる目的は、水入力能力および利用可能な空間に従って拡張可能である、
複合植物用容器自己給水システムを提供することである。
【００２３】
　本発明の最終目的は、組み立てることが容易で、高効率であり、その機能のためのユー
ザ関与を殆どまたは全く要求しない、複合植物用容器自己給水システムを提供することで
ある。
【００２４】
　本発明のこれらならびに他の利点および特徴は、本発明を当業者にとって理解可能にす
るための特定性とともに説明される。
本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　複合植物用容器自己給水システムとの使用のための植物用容器であって、前記植物用容
器は、
　外殻と、
　前記外殻の内側に位置しているリザーバポットであって、前記リザーバポットは、上側
部分と、前記上側部分の真ん中に中心を置かれている下側部分とを有する、リザーバポッ
トと、
　前記リザーバポットの上側部分の内側に位置している生育ポットと、
　前記リザーバポットの下側部分の内側に位置している芯と
　を備え、
　前記リザーバポットの下側部分の直径は、前記リザーバポットの上側部分の直径と比較
して大幅に減少させられており、それによって、異なる高さにおける複数の流体接続され
ている植物用容器に対して、実質的に類似した完全乾燥時間を可能にする、植物用容器。
（項目２）
　前記外殻は、一対の孔を有し、そのうちの少なくとも１つは、隣接する一対の植物用容
器との流体接続のための管類を受け取るためである、項目１に記載の植物用容器。
（項目３）
　前記外殻は、前記リザーバポットおよび前記管類を支持している、項目２に記載の植物
用容器。
（項目４）
　前記リザーバポットの下側部分は、隣接する植物用容器から前記管類を受け取る手段を
備えている、項目２に記載の植物用容器。
（項目５）
　前記リザーバポットの下側部分の直径は、前記芯の直径を収容するための大きさでしか
ない、項目１に記載の植物用容器。
（項目６）
　前記リザーバポットの上側部分のプラットフォームが、前記生育ポットおよび前記芯を
支持している、項目１に記載の植物用容器。
（項目７）
　前記生育ポットの基部は、水に浸透性である、項目１に記載の植物用容器。
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（項目８）
　前記芯は、前記リザーバポットから前記生育ポットの基部に水を引き込み、それによっ
て、水を前記生育ポット中の土壌媒体と直接接触させる、項目７に記載の植物用容器。
（項目９）
　複合植物用容器自己給水システムであって、
　第１の高さにおける一次容器であって、前記一次容器は、
　管類を受け取るための一対の孔を有する一次外殻と、
　前記一次外殻の内側に位置している一次リザーバポットであって、前記一次リザーバポ
ットは、上側部分と、前記上側部分の真ん中に中心を置かれている下側部分とを有する、
一次リザーバポットと、
　前記一次リザーバポットの下側部分の内側に位置している一次芯と、
　前記一次リザーバポットの上側部分の内側に位置している一次生育ポットと
　を備えている、一次容器と、
　複数の二次容器であって、前記複数の二次容器の各々は、異なる高さにあり、前記複数
の二次容器の各々は、
　前記管類を受け取るための一対の孔を有する二次外殻と、
　前記二次外殻の内側に位置している二次リザーバポットであって、前記二次リザーバポ
ットは、上側部分と、前記上側部分の真ん中に中心を置かれている下側部分とを有する、
二次リザーバポットと、
　前記二次リザーバポットの下側部分の内側に位置している二次芯と、
　前記二次リザーバポットの上側部分の内側に位置している二次生育ポットと
　を備えている、複数の二次容器と
　を備え、
　前記一次容器および前記複数の二次容器は、前記管類を用いて流体接続され、実質的に
類似した完全乾燥時間を可能にするように構成されている、複合植物用容器自己給水シス
テム。
（項目１０）
　前記一次容器は、外部水供給装置と、前記複数の二次容器のうちの少なくとも１つとに
流体接続されている、項目９に記載の複合植物用容器自己給水システム。
（項目１１）
　前記複数の二次容器は、デイジーチェーン式で流体接続されている、項目９に記載の複
合植物用容器自己給水システム。
（項目１２）
　前記一次外殻は、前記一次リザーバポットおよび前記管類を支持している、項目９に記
載の複合植物用容器自己給水システム。
（項目１３）
　前記二次外殻は、前記二次リザーバポットおよび前記管類を支持している、項目９に記
載の複合植物用容器自己給水システム。
（項目１４）
　前記一次リザーバポットの下側部分は、隣接する容器から前記管類を受け取る手段を備
えている、項目９に記載の複合植物用容器自己給水システム。
（項目１５）
　前記二次リザーバポットの下側部分は、隣接する容器から前記管類を受け取る手段を備
えている、項目９に記載の複合植物用容器自己給水システム。
（項目１６）
　前記一次リザーバポットの下側部分の直径は、前記一次リザーバポットの上側部分の直
径と比較して大幅に減少させられている、項目９に記載の複合植物用容器自己給水システ
ム。
（項目１７）
　前記一次リザーバポットの下側部分の直径は、前記一次芯の直径を収容するための大き
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さでしかない、項目１６に記載の複合植物用容器自己給水システム。
（項目１８）
　前記二次リザーバポットの下側部分の直径は、前記二次リザーバポットの上側部分の直
径と比較して大幅に減少させられている、項目９に記載の複合植物用容器自己給水システ
ム。
（項目１９）
　前記二次リザーバポットの下側部分の直径は、前記二次芯の直径を収容するための大き
さでしかない、項目１８に記載の複合植物用容器自己給水システム。
（項目２０）
　前記一次芯は、前記一次リザーバポットの上側部分の一次プラットフォーム上に据えら
れており、前記一次リザーバポットの下側部分を通って下に延びている、項目９に記載の
複合植物用容器自己給水システム。
（項目２１）
　前記一次生育ポットは、前記一次芯、および前記一次リザーバポットの一次プラットフ
ォームの上に据えられている、項目２０に記載の複合植物用容器自己給水システム。
（項目２２）
　前記二次芯は、前記二次リザーバポットの上側部分の二次プラットフォーム上に据えら
れており、前記二次リザーバポットの下側部分を通って下に延びている、項目９に記載の
複合植物用容器自己給水システム。
（項目２３）
　前記二次生育ポットは、前記二次芯、および前記二次リザーバポットの二次プラットフ
ォームの上に据えられている、項目２２に記載の複合植物用容器自己給水システム。
（項目２４）
　複合植物用容器自己給水システムであって、
　第１の高さにおける一次容器であって、前記一次容器は、
　一次外殻と、
　前記一次外殻の内側に位置している一次リザーバポットであって、前記一次リザーバポ
ットは、上側部分と、前記上側部分の真ん中に中心を置かれている下側部分とを有し、前
記下側部分の直径は、前記上側部分の直径と比較して大幅に減少させられている、一次リ
ザーバポットと、
　前記一次リザーバポットの下側部分の内側に位置している一次芯と、
　前記一次リザーバポットの上側部分の内側に位置している一次生育ポットと
　を備えている、一次容器と、
　複数の二次容器であって、前記複数の二次容器の各々は、異なる高さにあり、前記複数
の二次容器の各々は、
　二次外殻と、
　前記二次外殻の内側に位置している二次リザーバポットであって、前記二次リザーバポ
ットは、上側部分と、前記上側部分の真ん中に中心を置かれている下側部分とを有し、前
記下側部分の直径は、前記上側部分の直径と比較して大幅に減少させられている、二次リ
ザーバポットと、
　前記二次リザーバポットの下側部分の内側に位置している二次芯と、
　前記二次リザーバポットの上側部分の内側に位置している二次生育ポットと
　を備えている、複数の二次容器と
を備え、
　前記一次容器および前記複数の二次容器は、管類を用いて流体接続され、実質的に類似
した完全乾燥時間を可能にするように構成されている、複合植物用容器自己給水システム
。
（項目２５）
　前記一次外殻および前記二次外殻は、前記一次リザーバポットおよび前記二次リザーバ
ポットをそれぞれ支持している、項目２４に記載の複合植物用容器自己給水システム。
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（項目２６）
　前記一次リザーバポットの下側部分の直径は、前記一次芯の直径を収容するための大き
さでしかない、項目２４に記載の複合植物用容器自己給水システム。
（項目２７）
　前記二次リザーバポットの下側部分の直径は、前記二次芯の直径を収容するための大き
さでしかない、項目２４に記載の複合植物用容器自己給水システム。
（項目２８）
　前記一次リザーバポットの上側部分の一次プラットフォームが、前記一次生育ポットお
よび前記一次芯を支持している、項目２４に記載の複合植物用容器自己給水システム。
（項目２９）
　前記二次リザーバポットの上側部分の二次プラットフォームが、前記二次生育ポットお
よび前記二次芯を支持している、項目２４に記載の複合植物用容器自己給水システム。
【００２５】
　図における要素は、それらの明確さを強調し、本発明のこれらの種々の要素および実施
形態の理解を向上させるために、必ずしも縮尺通りに描かれていない。さらに、当業者に
とって一般的であると知られ、よく理解される要素は、本発明の種々の実施形態の明確な
図を提供するために、描写されず、したがって、図面は、明確化および簡潔化のための形
態において一般化される。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】図１は、複合植物用容器自己給水システムの好ましい実施形態との使用のための
、植物用容器の概略描写を例証する。
【図２】図２は、高水位における複合植物用容器自己給水システムの好ましい実施形態の
概略描写を例証する。
【図３】図３は、完全乾燥開始時の複合植物用容器自己給水システムの好ましい実施形態
の概略描写を例証する。
【図４】図４は、複合植物用容器自己給水システムの代替実施形態との使用のための、一
次容器の概略描写を例証する。
【図５】図５は、高水位における複合植物用容器自己給水システムの代替実施形態の概略
描写を例証する。
【図６】図６は、完全乾燥開始時の複合植物用容器自己給水システムの代替実施形態の概
略描写を例証する。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　本発明のいくつかの実施形態および適用に対処する以下の議論では、本明細書の一部を
形成し、本発明が実践され得る具体的実施形態の例証として示される、付随の図面を参照
する。他の実施形態も、利用され得、変更が、本発明の範囲から逸脱することなく、成さ
れ得ることを理解されたい。
【００２８】
　各々が互に独立して、または他の特徴と組み合わせて使用され得る種々の発明的特徴が
、以下に説明される。しかしながら、任意の単一の発明的特徴は、前述される問題のいず
れかに対処しないことも、前述される問題のうちの１つのみに対処することもある。さら
に、前述される問題のうちの１つ以上のものは、後述される特徴のいずれかによって、完
全に対処されないこともある。
【００２９】
　図１は、複合植物用容器自己給水システム１００の好ましい実施形態（図２参照）との
使用のための植物用容器１０の概略描写を例証する。植物用容器１０は、外殻１２と、リ
ザーバポット１４と、生育ポット１６と、芯１８とを備えている。外殻１２は、リザーバ
ポット１４と、生育ポット１６と、芯１８とを包囲する。リザーバポット１４は、上側部
分２０と、下側部分２２とを有する。下側部分２２は、上側部分２０の真ん中に中心を置
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かれている。リザーバポット１４の下側部分２２の直径は、その上側部分２０の直径と比
較して大幅に減少させられる。リザーバポット１４のこの構造は、複合植物用容器自己給
水システム１００（図２参照）内の異なる高さにおける複数の流体接続された植物用容器
１０に対して、実質的に類似した完全乾燥（ｄｒｙ－ｄｏｗｎ）時間を可能にする。
【００３０】
　外殻１２は、水を保持せず、管類２６を受け取るための対の孔２４を有する。複合植物
用容器自己給水システム１００（図２）の一次容器１０２（図２）では、該対の孔２４の
うちの一方は、水供給装置に流体接続されることを可能にし、該対の孔２４のうちの他方
の孔は、隣接する植物用容器との流体接続を提供するためのものである（図２参照）。外
殻１２の主目的は、美観のためであり、リザーバポット１４と、管類２６が外殻１２の側
面における対の孔２４を通って抜け出るときのそれとを支持することである。リザーバポ
ット１４は、水を含む。リザーバポット１４の下側部分２２は、拡張型上側部分２０と比
較して、管状であり、上側部分２０の真ん中に中心を置かれている。リザーバポット１４
の下側部分２２の直径は、芯１８の直径を収容するための大きさでしかない。リザーバポ
ット１４の下側部分２２は、隣接する植物用容器（図２参照）からの管類２６を受け取る
手段２８をさらに備えている。
【００３１】
　リザーバポット１４の上側部分２０のプラットフォーム３０が、生育ポット１６および
芯１８を支持する。植物は、水分が上向きに毛細管現象で引き込まれ得るように、水浸透
性基部３２を有する、生育ポット１６内に置かれ得る。リザーバポット１４の上側部分２
０は、水が生育ポット１６の基部３２を完全に包囲することを可能にし、それによって、
水を土壌媒体と直接接触させる。芯１８は、リザーバポット１４から生育ポット１６の基
部３２に水を引き込み、それによって、水をその中の土壌媒体と直接接触させる。生育ポ
ット１６は、実際に毛細管現象を通して移動することができる水よりも高位にあるべきで
はない。
【００３２】
　図２－３を参照すると、複合植物用容器自己給水システム１００の好ましい実施形態の
概略描写が、例証される。複合植物用容器自己給水システム１００は、第１の高さにおけ
る一次容器１０２と、複数の二次容器１０４とを備え、複数の二次容器１０４の各々は、
異なる高さにある。図はまた、参照高さにおける基準容器１０６も示す。一次容器１０２
および複数の二次容器１０４は、管類１０８を用いて流体接続され、実質的に類似した完
全乾燥時間を可能にするように構成される。一次容器１０２は、外部水供給装置（図示せ
ず）と、複数の二次容器１０４のうちの少なくとも１つとに流体接続される。外部水供給
装置は、ホース用水栓であり得、自動給水のために、タイマおよびボール弁（図示せず）
が、供給ラインに接続され得る。複数の二次容器１０４は、デイジーチェーン式で流体接
続される。
【００３３】
　一次容器１０２は、一次外殻１１０と、一次リザーバポット１１２と、一次生育ポット
１１４と、一次芯１１６とを備えている。一次外殻１１０は、一次リザーバポット１１２
と、一次生育ポット１１４と、一次芯１１６とを包囲し、対の孔１１８を有し、そのうち
の一方は、水供給装置に接続され、その他方は、隣接する二次容器１０４から管類１０８
を受け取ることができる。一次外殻１１０は、一次リザーバポット１１２と、管類１０８
が一次外殻１１０の側面における対の孔１１８を通して抜け出る場合、それを支持する。
【００３４】
　一次リザーバポット１１２は、上側部分１２０と、下側部分１２２とを有する。一次リ
ザーバポット１１２の下側部分１２２は、拡張型上側部分１２０と比較して、管状であり
、上側部分１２０の真ん中に中心を置かれている。一次リザーバポット１１２の下側部分
１２２の直径は、その上側部分１２０の直径と比較して大幅に減少させられる。一次リザ
ーバポット１１２の下側部分１２２の直径は、一次芯１１６の直径を収容するための大き
さでしかない。一次リザーバポット１１２の下側部分１２２は、隣接する二次容器１０４
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から管類１０８を受け取る手段１２４をさらに備えている。
【００３５】
　一次芯１１６は、構造において基本的にＴ型であり、一次リザーバポット１１２の上側
部分１２０の一次プラットフォーム１２６上に据えられ、その下側部分１２２を通って下
に延びる。一次生育ポット１１４は、一次芯１１６、および一次リザーバポット１１２の
一次プラットフォーム１２６の上に据えられる。植物は、水分が上向きに毛管現象で引き
込まれ得るように、水浸透性基部１２８を有する一次生育ポット１１４内に置かれ得る。
一次芯１１６は、一次リザーバポット１１２から一次生育ポット１１４の基部１２８に水
を引き込み、それによって、水をその中の土壌媒体と直接接触させる。
【００３６】
　フロートゲージ（図示せず）が、水位を示すために一次容器１０２中に組み込まれる。
雨期中の土壌媒体の過飽和を防止するために、オーバーフローポート（図示せず）が、一
次リザーバポット１１２の上側部分１２０内に追加され得、それは、一次生育ポット１１
４の基部１２８の高さ付近に置かれるであろう。オーバーフローポートのための栓（図示
せず）もまた、ユーザが水位をオーバーフローポートの高さの上方に上げることを所望す
る場合、追加され得る。
【００３７】
　複数の二次容器１０４の各々は、二次外殻１３０と、二次リザーバポット１３２と、二
次生育ポット１３４と、二次芯１３６とを備えている。二次外殻１３０は、二次リザーバ
ポット１３２と、二次生育ポット１３４と、二次芯１３６とを包囲し、隣接する二次容器
１０４または一次容器１０２から管類１０８を受け取るために、対の孔１３８を有する。
二次外殻１３０は、二次リザーバポット１３２と、管類１０８が二次外殻１３０の側面に
おける対の孔１３８を通して抜け出る場合、それを支持する。
【００３８】
　二次リザーバポット１３２は、上側部分１４０と、下側部分１４２とを有する。二次リ
ザーバポット１３２の下側部分１４２は、拡張型上側部分１４０と比較して、管状であり
、上側部分１４０の真ん中に中心を置かれている。二次リザーバポット１３２の下側部分
１４２の直径は、その上側部分１４０の直径と比較して大幅に減少させられる。二次リザ
ーバポット１３２の下側部分１４２の直径は、二次芯１３６の直径を収容するための大き
さでしかない。二次リザーバポット１３２の下側部分１４２は、隣接する二次容器１０４
または一次容器１０２から管類１０８を受け取る手段１４４をさらに備えている。
【００３９】
　二次芯１３６は、構造において基本的にＴ型であり、二次リザーバポット１３２の上側
部分１４０の二次プラットフォーム１４６上に据えられ、その下側部分１４２を通って下
に延びる。二次生育ポット１３４は、二次芯１３６、および二次リザーバポット１３２の
二次プラットフォーム１４６の上に据えられる。植物は、水分が上向きに毛管現象で引き
込まれ得るように、水浸透性基部１４８を有する二次生育ポット１３４内に置かれ得る。
二次芯１３６は、二次リザーバポット１３２から二次生育ポット１３４の基部１４８に水
を引き込み、それによって、水をその中の土壌媒体と直接接触させる。
【００４０】
　本発明の複合植物用容器自己給水システム１００は、斜面上で一斉に完全乾燥する複数
の流体接続された容器１０２、１０４のための手段を提供する。好ましい実施形態では、
複数の流体接続された容器１０２、１０４の数は、３つ、すなわち、１つの一次容器１０
２および２つの二次容器１０４に限定される。一次容器１０２は、最も高い高さにあるで
あろう。複数の二次容器１０４の数は、面の傾斜および空間制限に従って変動され得る。
【００４１】
　図２に目を向けると、高水位における複合植物用容器自己給水システム１００の好まし
い実施形態の概略描写が、例証される。１フィートあたり１／４インチの傾斜のテラス上
では、複数の容器１０２、１０４は、最も低い二次容器１０４の高さが一次容器１０２よ
りもわずか３／４インチ低くなるように、妥当な距離に離間される。その結果、傾斜上で



(14) JP 6479841 B2 2019.3.6

10

20

30

40

50

水位が一次容器１０２内の一次生育ポット１１４の基部１２８と同じ高さである場合、水
位は、最も低い二次容器１０４内の二次生育ポット１３４の基部１４８の約３／４インチ
上方になるであろう。リザーバポット１１２、１３２の上側部分１２０、１４０は、水が
生育ポット１１４、１３４の基部１２８、１４８を完全に包囲することを可能にし、水が
土壌中に迅速に伝えられるように、これを生育媒体と直接接触させる。
【００４２】
　本発明の主な利益のうちの１つは、これが交互の湿潤および乾燥サイクルの制御を促進
することである。殆どの植物にとって、乾燥期間と交互に湿潤（飽和）期間を有すること
は、有益である。複合植物用容器自己給水システム１００は、芯と関連した水位の制御を
通してこれを達成する。一次容器１０２が図２に示されるような高水位にまで充填される
と、一次容器１０２への水供給装置は、手動で、またはタイマによって、遮断され得る。
一次容器１０２内のフロートゲージ（図示せず）の高度を観察することによって、ユーザ
は、高水位が達成されている場合を把握するであろう。水は、土壌が圃場容水量に到達す
るまで、毛細管現象によって、リザーバポット１１２、１３２から生育ポット１１４、１
３４内の土壌媒体中に移動するであろう。水は、植物によって消費され、蒸発散に起因し
て失われるので、水は、リザーバポット１１２、１３２から上に継続して毛細管現象で引
き込まれ、土壌媒体を圃場容水量に維持するであろう。水位は、一次芯１１６がもはやリ
ザーバポット１１２内の水と接触しない水位である低水位まで下がり、一次容器１０２の
土壌媒体は、完全乾燥を開始するであろう。
【００４３】
　図３に目を向けると、完全乾燥開始時の複合植物用容器自己給水システム１００の好ま
しい実施形態の概略描写が、例証される。一次容器１０２が、これが完全乾燥を開始する
点、すなわち、一次芯１１６がもはや一次リザーバポット１１２内の水と接触しない点に
到達すると、複数の二次容器１０４内の水位は、二次リザーバポット１３２の上側拡張部
分１４０の下方にあり、大幅に体積が減少させられた下側管状部分１４２内にある。下側
管状部分１４２内の空間の大部分は、二次芯１３６によって占められるため、下側管状部
分１４２内で水が利用可能な体積は、さらに少ない。その結果、一次容器１０２が完全乾
燥を開始すると、残りの二次容器１０４も、迅速にそれに続く。したがって、複数の二次
容器１０４の各々の生育媒体内の水分レベルは、ほぼ同一のままである。
【００４４】
　全ての容器１０２、１０４および植物への流体接続が切断されると、水は、最終的に、
システム１００に再導入される必要があり得る。一次容器１０２内のフロートゲージ（図
示せず）の高度を観察することによって、ユーザは、低水位が達成されている場合を把握
するであろう。ユーザは、必要に応じて、完全乾燥時間の長さを調節することができる。
水はまた、タイマを通して自動的にシステム１００に再導入され得る。
【００４５】
　グラウンドシートの層またはあるタイプの根阻害布（図示せず）が、根が芯１１６、１
３６および管類１０８に進入することを防ぐために、生育ポット１１４、１３４の基部１
２８、１４８と、芯１１６、１３６との間に組み込まれ得る。布がリザーバプラットフォ
ーム１２６、１４６の全表面を覆う場合、それによって、破片が管類１０８に進入するこ
とを避けることも有用であろう。さらに、破片が布の真下に達し、システム１００に進入
することができないように、プラスチックリング等、布の縁をプラットフォーム１２６、
１４６に対して平坦に維持するための手段があり得る。ある場合には、水は、ドリップシ
ステムを通して、生育ポット１１４、１３４内の土壌媒体の上面に適用され得る。
【００４６】
　図５－６を参照すると、複合植物用容器自己給水システム２００の代替実施形態の概略
描写が、例証される。複合植物用容器自己給水システム２００は、第１の高さにおける一
次容器２０２と、複数の二次容器２０４とを備え、複数の二次容器２０４の各々は、異な
る高さにある。図はまた、参照高さにおける基準容器２０６も示す。一次容器２０２およ
び複数の二次容器２０４は、管類２０８を用いて流体接続され、実質的に類似した完全乾
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燥時間を可能にするように構成される。一次容器２０２は、ホース２２０を用いて外部水
供給装置と、複数の二次容器２０４のうちの少なくとも１つとに流体接続される。複数の
二次容器２０４は、デイジーチェーン式で流体接続される。
【００４７】
　図４に目を向けると、複合植物用容器自己給水システム２００の一次容器２０２の概略
描写が、例証される。一次容器２０２は、一次リザーバポット２１２と、一次生育ポット
２１４と、一次芯２１６とを包囲する、一次外殻２１０を備えている。一次芯２１６は、
支持構造プラットフォーム２１８によって保持される。一次外殻２１０は、一次生育ポッ
ト２１４を一次芯２１６の上方に支持する、支持構造プラットフォーム２１８を支持する
。一次外殻２１０は、隣接する二次容器２０４から管類２０８を受け取るために、対の孔
２２２を有する。標準フロート弁（図示せず）が、一次リザーバ２１２内の水位を制御す
るために、一次容器２０２中に組み込まれる。一次容器２０２への水の一定入力のための
ホース２２０の使用は、システム２００の途切れることのない動作を確実にするであろう
。フロート弁は、外部水供給装置から一次容器２０２中に流入する水の量を制限し、した
がって、一次容器２０２および二次容器２０４内の水の増加を制限する。
【００４８】
　複合植物用容器自己給水システム１００の好ましい実施形態は、性能を向上させるため
に、種々の方法で修正され得る。一実施形態では、外殻１１０、１３０は、排除され得、
プラスチックまたは金属フレーム（円形または四角形）が、その位置において使用され得
る。フレームは、所望される場合、容器１０２、１０４を上昇させるために、高度が調節
可能であり得る。フレームはまた、これが１つを上回る生育ポット１１４、１３４を保持
することを可能にするために、長さが延長され得る。さらに、フレームは、生育ポット１
１４、１３４をフレームに沿って移動させることを容易にする、地面との接触がないよう
な様式において、生育ポット１１４、１３４を支持し得る。これは、消費者に、種々のサ
イズのリザーバポット１１２、１３２を経済的に提供することを可能にし、これは、消費
者が、種々のサイズの生育ポット１１４、１３２を使用する、または使用される生育ポッ
ト１１４、１３４のサイズと関連して、リザーバポット１１２、１３２のサイズを変更す
ることを可能にするであろう。
【００４９】
　別の実施形態では、リザーバポット１１２、１３２の下側部分１２２、１４２は、上側
部分１２０、１４０のプラットフォーム１２６、１４６の長さ（または直径）にわたり、
芯１１６、１３６もまた、プラットフォーム１２６、１４６の長さにわたり得る。これは
、１つを上回る生育ポット１１４、１３４が、プラットフォーム１２６、１４６上に置か
れる場合、またはプラットフォーム１２６、１４６の長さが、プランタボックス等のはる
かに大きな生育ポットを収容するために増加される場合、有用であろう。いくつかの他の
実施形態では、リザーバポット１１２、１３２の側面の高度は、これが外殻１１０、１３
０の上部周縁を越えて辺縁を形成するように、延長され得る。生育ポット１１４、１３４
は、その基部１２８、１４８上に延長部を有し得、延長部は、芯１１６、１３６を収納し
、リザーバポット１１２、１３２の下側部分１２２、１４２中に延びる。
【００５０】
　いくつかの代替実施形態では、リザーバポット１１２、１３２の側面の一部は、リザー
バポット１１２、１３２と、生育ポット１１４、１３４との間の送水を促進するために、
外向きに膨らみ得る。フロートゲージアセンブリ（図示せず）が、ユーザに水位が容易に
見え得るように、膨らみに取り付けられ得る。さらに、リザーバポット１１２、１３２の
プラットフォーム１２６、１４６は、水の移動を促進し、空気が生育ポット１１４、１３
４の基部１２８、１４８に到達することを可能にするために、排水チャネル（図示せず）
を有し得る。好ましい実施形態では、一次容器内のプラットフォーム構成は、二次容器内
のものと同一である一方、代替実施形態では、一次容器内のプラットフォーム構成は、二
次容器内のものと異なる。
【００５１】
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　本発明１００は、各植物に、共通高水位および低水位を伴う、共通貯留水へのアクセス
を提供する。本発明１００はまた、過飽和土壌および給水不足の発生を防止する。水は、
土壌に毛細管現象を用いて供給されるため、土壌の大部分の含水量は、土壌の圃場容水量
、すなわち、水がもはや重力によって土壌から流出しない点を超えない。給水不足は、各
植物に対して提供されるリザーバアクセスのため、回避される可能性がより高い。通気性
材料から作製される容器だけではなく、より金銭的コストは高まるが、硬質プラスチック
およびステンレス鋼等の材料が、使用され得る。
【００５２】
　本発明の好ましい実施形態の前述の説明は、例証および説明を目的として提示されてい
る。本発明を開示される精密な形態に包括または限定することは、意図されない。多くの
修正および変形例が、上記の教示に照らして可能である。本発明の範囲は、この詳細な説
明によってではなく、本明細書に添付される請求項および請求項の均等物によって限定さ
れることが意図される。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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